



































































































































































































































































1 男性の不就労 9 5．5
2 男性の低賃金 1 0．6
3 男性の蒸発（帰国・家出） 22 13．3
4 本人の就労不可 35 2L2
5 中絶・出産の費用なし 11 6．7
6 中絶の時期を逸して出産 12 7．3
（金銭以外の要因）
7 立ち退き 32 19．4
8 不定（居所なし，友人宅を 22 13．3
転々）
9 浮浪 8 4．8
10 男性の暴力 35 21．2
（子への暴力含）




15 家出 7 4．2
16男性の受け入れ拒否 3 L8

































































































































































































































































1 就労意欲なし 21 ！2．7
2 暴力団員 13 7．9
3 サラ金・借金 27 16．4
4 刑務所入所中（犯罪歴あり） ll 6．7
5 酒乱・アルコール依存 8 4．8
6 薬物使用 6 3．6
7 ギャンブル・賭事 4 2．4
8 異性関係 2 1．2
9 身体的暴力（薬物強制含） 34 20．6
10精神的暴力（言葉・無視） 5 3．0
11 性的暴力（レイプ） 4 2．4
12子への虐待 2 1．2
13家出・蒸発・行方不明 ！8 10．9
14 その他 34 20．6
15 よくわからない 58 35．2
計　　　　　　　n＝ 165 100．0
　わが国の高度経済成長以降に新たに発生してきた相対的貧困，労働の疎外，所得格差の
拡大と底辺層を固定化させる構造，反面，生活不安層もまた拡大しているという社会経済
的構造は，その根底に戦前からの女性の性を収奪する文化土壌を残存させながら，それに
加えて，「最後は体が資本だ」「自分で選んでいるのだからいいのだ」という「性の商品化」
を押し進めるレトリックを宿しながら，女性への性的収奪を再生産しているのである。
　「豊かな社会」で物は氾濫しているにも関わらず，住宅ローン，カード地獄から生活に
窮するという状況，消費のみに偏った価値観とその生活様式は，労働者の生活意識を変
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表6　子の父の職業
職　　　　種 実数
?
宗教家 1
デザイナー 1
専門的・技術者 音楽家（個人に教授するもの以外） 1
職業従事者 俳優・舞踏家・演芸家（個人に教授
ｷるもの以外） 1
社会福祉事業専門職員 1
小計 5 3．3
管理的職業従事者 会社役員ｼに分類されない管理的職業
?
小計 5 3．3
事務従事者 一般事務 3
小計 3 L8
卸売店主 1
販売店員 3
行商・露天販売従事者 1
販売従事者 商品仲立人 1
商品販売外交員 3
外交員 1
不動産仲介人・売買人 ?
小計 11 6．7
運輸通信従事者 自動車運転手 11
小計 11 6．7
電機・機械器具修理工 1
金属溶接工 1
自動車組立工 1
その他の建設作業者 1
技能工・生産工程作業
ﾒ及び労務作業者
とび工
嚼ﾝ作業者
h装工，画工，看板工
??
他に分類されない技能工，生産工程 1
作業者
陸上荷役運搬作業者 1
不詳 3
小計 12 7．3
保安職業従事者 看守，守衛監視員 ?
小計 1 0．6
調理人 4
バーテンダー 2
サービス職業従事者 給仕従事者 5
娯楽場の接客員 10
個人サービス職 1
小計 22 ！3．3
不詳 4 2．4
不明 91 55．2
計 165 100．0
※職種はf昭和60年国勢調査職業分類」に準拠した。
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え，労働の意欲を削ぎ落としていく。労働意欲あるいは生活意欲の減退，過消費の生活様
式によって引き起こされる生活問題は，社会の底辺に鋭く反映され発現するものの，他の
階層をも家族の解体やカード破産などを通して次第に巻き込んでいくという構造を有して
いる。現代における売買春は，戦前の女性の性的収奪を容認する文化と貧困を創出する構
造を残存させ前提にしながら，相対的過剰人口（その多くの部分を女性が占めているわけ
であるが）における不安定就労，低賃金などを基底にした経済発展を基軸にして展開され
ている。加えて，物質的豊かさゆえの人間疎外，豊かさを追い求めるために起こってくる
過消費，浪費，灘それゆえの貧しさ，新しい貧困というものが重なりあうという複雑な社
会経済構造によってもたらされる女性独自の生活問題の凝縮された姿である。戦前のみな
らず現代においても売買春は女性の生活問題の凝縮された姿なのではないか。直接妊娠や
借金による極度の生活困難という形では発現してはいないものの，その背後には，同じよ
うな生活問題の構造にさらされている多くの女性の存在を推しはかることができる。そし
てこの構造は，国際化のなかで国境を越えて存在するといえよう。
5。南北問題と売買春一わが国の豊かさとアジアの貧しさ
　世界銀行によれぽ，1990年の東アジアの絶対貧困層註1圭は，人口の約IO％であり，1970
年の35％に比べて著しい改善が見られると報告されている．フィリピン21％，インドネシ
ア15％となっており，たしかに絶対的な飢餓状態にある貧困層は全体として減少している
だろう。しかし，たとえばタイでは中流以上はほんの2割程度で，あとは生活水準が低
く，特に地方でそれが顕著であるといわれており，貧困地域の女性が都市や日本へ出稼ぎ
に行き，その多くは売春産業に吸収されるという構造があることはあまりにも有名であ
る。近代化，開発の波は東南アジアの国々の所得水準を確かに上昇させることに貢献した
が，その一方で従来の生活の在り方を変貌させ，新たな問題を引き起こしているといえ
る。
　ベトナム戦争の特需景気でタイ社会は急速に変貌したといわれる。農村の変貌，農村の
貧困は，バンコクなどの都市への人口流動を促した。テレビ，ラジオの普及は農村の生活
様式を少なからず変化させたe人々は現金収入を求め，豊かな都市へ，そしてその向こう
にある日本へ行きその豊かさの恩恵にあずかりたいと思うようになる。農民は経済的困窮
から娘を売る。チェンマイなどでは，女の子を売り飛ばして，男の子の教育費にあてる。
まさに経済的貧困を基底にしながらそれが女性を蔑視し，売春を容認する伝統的文化にド
ッキングすることによって，そしてタイや日本の売春組織が関わることによって，タイの
売買春は成り立っている。70年代，多くの日系企業が海外投資としてタイに進出している
が，日本製品が溢れ，都市には日本型の消費が浸透し，農村の過剰人口は都市へ流出し，
農村は疲弊していく。農村を犠牲にした経済発展は農村を窮乏化させ，農村の女性たちを
都市へ押し出し，日本へ押し出す。そして彼女たちは日本の労働市場における安価な労働
力として，また，売春の担い手として人間としての尊厳を躁躍されながら，まさに日本の
虚像としての「豊かさ」を支えることを強いられてきたのである。彼女たちを農村から押
し出し，売春という仕組みにくみこんだのは日本の社会経済的構造と売買春を容認，肯定
する文化的土壌である。現代日本の社会が所得格差は拡大しているとはいえ，アジアの国
現代日本における売買春の存立構造 15
に比べて経済的には恵まれているといえるなら，それはアジアの発展途上国の国々に対す
る性的収奪と経済的不均衡によってもたらされた「豊かさ」だといってよいかもしれな
い。つまり，国内外における資本の論理によってもたらされる経済的不均衡と売買春を容
認する文化的土壌という二重構造が今日におけるわが国の売買春を存立させていると考え
られるのである．
　アジアの売買春については，さらに深める必要があるが，このことについては，別の機
会にゆずりたい。
　おわりに一社会福祉は売買春にどうとりくむか
　我々の人生は小さな選択の連続である。その時々においてなんらかの理由をつけ，自分
なりに最善の道を選んでいるはずである。自由な意思をもちながら選んでいるはずであ
る。しかし，現代社会のなかで「主体的選択」鯉をする機会は実は奪われているのではな
いか。J寮の売春ケースの事例をみても明らかであるが，我々の選択の幅は極めてそして
思いの外，狭いことに気づく。そしてその生育家庭の経済的要因や家庭の環境，学歴や仕
事，人間関係のなかであらゆるものが選ばされている現実がある。我々は個々の生活のな
かで様々な選択場面に遭遇するが，実際には選択の自由などというのはないのかもしれな
い。路上で生活をする人で自らの主体的選択でそうなった人などいないのだ。だれもが愛
を渇望し，おだやかな生活を人生を送りたいと願っている．しかし人間はその一方で弱い
存在である。知らぬ間にのっぴきならない状況においやられる．生き生きと働くことがで
きる職場が提供され，つまついた時や倒れかかりたい時に自己を理解し，支えてくれる
様々な出会いや励ましがあれぼ，生活の立て直しも可能だろう．しかしそういう機会がな
けれぼ酒に浸り，かけごとに興じたり，あるいは刹那的な行きずりの関係に耽溺しなが
ら，ひたすら，魂の枯渇，生活破綻へむかって突き進むしかない．そして現代社会は男女
を問わずだれもが，その様な状況にさらされる可能性をもっている社会なのである。特に
女性は産む性をもっているということにおいて，さらに売ることもできる性をもっている
ために，それをきっかけに生活困難にさらされる度合いが大ぎい．そして実際には経済的
に困窮している女性の層ほど強くそれは発現し，社会福祉のネットにかかってくるという
構造がある。売買春は社会の底辺の生活問題としてとらえながら，そこから見ていかなけ
れば見えてこない問題なのではないだろうか。そしてこのことは国内の問題だけでなく，
国際化社会における南北問題，経済的不均衡と援助，開発などの問題をも射程にいれて考
えられなけれぼならないことは前述の通りである。
　社会福祉は，単なる制度政策だけではない。個々の人間の生命や人生，生活の営みをど
う生き生きとしたものにつくっていくかということを考える社会福祉実践を抜きには語れ
ない。もちろん売春女性を差別するなど論外であり，社会福祉本来の役割は単に「保護更
生させる」というのではない。「好きでやっている売春」「主体的選択の結果の売春」など
ほとんどありえないということを，日々の実践のなかから社会に発信していく，そういう
役割を社会福祉現場（婦人保護施設）はもっと意識しなけれぼならないのではないか。実
践を通して，社会へどのようなメッセージを送る必要があるのか，女性としてのプライド
を回復させるにはどうしたらよいのか，失われた生活力をどのような方向へ導いていった
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らよいのか，そして生活困難におちいり，援助を必要としているその女性の「思い」や，
これまでの生き方をどう受け止めていったらよいのだろうか，ということを出発点にした
援助が望まれているのではないか。そこには癒し，励まし，暖かく見守りながら同時代を
生きる女性として（あるいは男性として），支えていく独自の援助の在り方が問われてい
る。そのためには，現代社会における女性の生活問題の創出構造を歴史的社会経済状況と
の関連で把握しながら，加えて旧来の男女関係の在り方や性意識，家族・家庭概念を打ち
崩したところにみえてくる新しい男女関係を基盤にした社会福祉の方法論の再構築，確立
が必要であろう。そのような新しい方法論に支えられた社会福祉実践から，売買春を否定
する文化の創造の理論を積み上げていくことができるかもしれない。
註1）上野千鶴子「『セックスというお仕事』の困惑」朝日新聞1994年6月22日夕刊
註2）高橋喜久江「『廃娼運動』の思想は古いか一上野千鶴子氏らの所論に寄せて」『福音と世界』
　　　1994年9月号
註3）宗像恒次『エイズの常識』講談社／993年
註4）一番ヶ瀬康子「社会福祉学の特質」『現代社会福祉の基本視角』時潮社，1989年
註5）性的関係を主体的に切り開くことができること．
註6）吉田久一一は「普遍」と「個別」について次のように述べている．「…社会事業における『個
　　　別』とは『特殊』と『普遍』が統一されていることが約束である．したがって，『個別性』
　　　とは『社会性』を宿し，社会事業史で扱う『個別的人聞』はその時代の『曲調』であると理
　　　解すべきであろう」「社会事業史の方法と研究」『社会事業史研究』第3号1975年）
註7）拙稿「高齢女生と高齢男性の生活困難プorセスに関する比較研究II（高齢女性）」『放送大学
　　　研究年報第11号』1993年
註8）婦人保護施設は，売春防止法（第4章保護更生）第36条において，「性行または環：境に照ら
　　　して売春を行うおそれのある女子（要保護女子）を収容保護するための施設」と定められて
　　　いる．また，婦人保護事業実施要領（昭和38年）では，その業務内容として，要保護女子の
　　　「収容」「保護及び更生」「関係機関等との連絡」脂導」などが上げられている．特に」寮
　　　は「母子ケース」「妊産婦」で「行く所のない女性たちに生活の安定と育児指導を行うこ
　　　と」を業務としている．
註9）社会福祉法人J会『J寮百年の歩み』1994年
註10）」．M．ケインズは浪費，贅沢ということについて，人間の必要は絶対的必要と相対的必要
　　　という2種類あることについて述べた後，相対的必要について次のように述べている「優越
　　　の欲求（相対的必要）を充たすような必要は，実際に飽くことを知らぬものであろう．なぜ
　　　ならば，全般の水準が高まれば高まるほど，この類の必要はなおいっそう高くなるからであ
　　　る．……われわれが非経済的な目的にたいしてよりいっそうの精力をささげる道を選ぶに至
　　　るような時点が，おそらくわれわれの誰もが気づくよりずっと早く到来するであろう．」「わ
　　　が孫たちの経済的可能性」『説得評論集（宮崎義一訳）』東洋経済新報社1981年
註11）一日当2，150カロリーを摂取（そのうち9割を穀物で摂取）するのに必要な収入を得られな
　　　い階層をさす．（世界銀行『世界開発報告』）
註12）「主体的選択」とは，なにものにも流されず左右されない強い意思をもつ人間が自己の豊か
　　　な人生や生活を創出するために選ぶことである．この選択は，その人生や，生活を実りある
　　　ものへと導くものである．社会福祉の援助は，この「主体的選択」の機会を奪われている人
　　　に対し，主体的選択へむけての側面的な支援に他ならない．
現代日本における売買春の存立構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
・国連経済社会理事会『売春問題報告書』（売春問題ととりくむ会・訳）1983年
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付記　本研究は，平成6年度放送大学特別研究費による研究の一部を報告するものである．本研究
　　　は平成7年度も継続する予定である．
（平成6年12月5日受理）
